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Newsletter by the Special Room of Ministry of Army Budget Section  
(the Inner Documents of the Akimaru Unit in the Imperial Japanese Army) 
: Comment and the Entire Text.
Kuniaki Makino
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第56 巻第1 号、2014 年、「『英米合作経済抗戦力調査（其二）』（ 陸軍秋丸機関報告書）： 資料解題」『摂南経済









































































































































































　　　　　　　　  四六〇一　（東京経理部）－構内　   九五、　  今泉中尉
　　　　　　　　  四六〇三　　　　　　　　　　　　　　　　加藤鉄 夫
［原文ママ］
（5）
　　　　　　　　  四六六六　　　　　　　　　　　　九三、　  研究員室
（3）　赤鉛筆で○。
（4）　赤鉛筆で○。
(5) 秋丸次朗の回想では、戦争経済研究班を編成するにあたり陸軍省経理局主計課長の森田親三大佐や高級課員
の遠藤武勝大佐（昭和16年３月より終戦時まで主計課長）が秋丸に相談相手として退役主計少佐の加藤鉄矢を
推薦し、若干の予算も配当され、事務所を九段にあった偕行社（陸軍将校集会所）の一室に構えて研究班の編
成に着手した。「そのうち川岸茂文主計大尉、山科松雄陸軍属官の二名がスタッフとして配属になり、必要の
事務員も募集して後に事務機構も二十数名に達して事務室も狭隘になったので、昭和十五年年正月早々麹町の
川崎第百銀行支店の二階を借用して移転し、いよいよ本格的な活動に入った」（秋丸「大東亜戦争秘話　開戦
前後の体験記―秋丸機関の顛末を中心に」11ページ）。
　　「班報」に記載されている内容はこうした内容を基本的に裏付けるものである。ただし加藤鉄矢は満州国に
おいて関東軍司令部附調査課長を務め、その後満州国土地局総務処長、地籍整理局総務処長として1932年か
ら1938年まで満州国の地籍整理事業計画の中心となっていた人物であり、1936年に満州国の新京で開かれた
土地制度調査会第一回委員会では幹事長を務めているが、当時関東軍第四課で満州国の経済建設に携わってい
た秋丸次朗も同委員会の幹事に名を連ねている（江夏由樹「満州国の地籍整理事業について―「蒙地」と「皇産」
の問題からみる」『一橋大学研究年報　経済学研究』第37号、1996年、139ページ）。したがって秋丸機関への
加藤の参加については、秋丸が自分から加藤に協力を求めたか、森田や遠藤らが秋丸と旧知の加藤に相談する
ことを勧めたというのが実態だと思われる。
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